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AN  DARA起動後に、 【シ ンボル位置の取得） （間接取得】を行い、移動先を示すデータ項目を

指定します。すると移動先のシンボル位置のXY座標がデータ項目として得られ、その得られたデ

ータを【シンボル位置の変更）で新規のシンボル位置とします。表示は記号モードで行っています。

③タイトル・単位の変更

指定したデータのタイトル、単位を変更します。↑ ↓キーで上下に移動 し、リターンで確定され

ます。ここで単位を「CAT」とすると、そのデータは名義尺度データとして扱われます。

④MANDARA終了

MAN  DARAを終了し、 MS-DOSに戻ります。その際、 ドライブ、ディレクト リ情報、またプリ

ンタなどの情報を更新します。

3. ［分析］栂阻

1 (1)【相関図］ I 

相関図は二つのデータ間の散布図を描くことを基本としたものです。これを選択すると、最初は

1つめのデータ項目と 2つめのデータ項目の相関図を表示 します。ここで右クリックするとメニュ

ーが出ます。また、グラフ中のドットの上を左クリックすると、そのオブジェクト名が得られ、さ

らに画面上で左クリックするとその位置にオブジェクト名が表示されます（図4-13) 0- 右クリッ

クでは表示されません。

【設定画面に戻る】設定画面に戻ります。

【画面コピー】画面コピーをとります。大きさを選択するとプリンタに出力されます。

【表示】データを変更したり、三次元データをONにした場合の後にここを選択 します。

【X軸データ変更】 X軸のデータを変更します。変更後に 【表示）を選択して下さい。
【Y軸データ変更】 Y軸のデータを変更します。変更後に （表示】を選択して下さい。

【目盛設定】軸目盛の間隔などをマニュアルで設定します。変更後に【表示】を選択して下さい。

【回帰分析】現在のXY軸データをもとに回帰分析を行います。近似させる関数を選ぶと、計算が

実行されて回帰線が引かれ、画面右上に「位置指定」と出て近似式が表示されます。画面上の

適当な位置で左クリックすると、その位置に近似式が表示されます（図4-14)。右クリック

すると表示されません。次に相関係数や決定係数などの統計値が出るので、近似式と同様に位

置を指定して下さい。その次には期待値をデータとして登録するか、残差を登録するか、と尋

ねてくるので、選択して下さい。
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（点（円）サイズ変更】現在のドットの大きさを変更します。変更後に（表示】を選択して下さい。

【画面幅】画面幅を変更します。変更後に 【表示】を選択して下さい。

【三次元データ表示】ONにすると現在表示されている XY軸の 2データに加えて、設定画面で設

定したデータをつけ加えて表示します（図 4-14) 。ただし、表示方法がペイント、円•四角、

記号の場合に限ります。

I-(2)【相関分析】 I

【データ項目間相関行列】 指定 したデータ項目間でのピアソンの積率相関係数を計算し、相関行列

を画面、またはプリンタに出力します。

【場所間相関係数】指定したオブジェクトに関して、指定 したデータを元にオプェクト間のピアソ

ンの積率相関係数を計算します。その値はデータ項目に付加されます。例としては、測候所の

データに12ヵ月分の降水量を入力しておいたような場合、あるオプジェクトに対して月別の降

水塁変化が似通っているオブジェクトを探ずことができます

1 (3)【重回帰分析】 I
重回帰分析を行います。まずデータの選択で、複数の独立変数と一つの従属変数をクリックして

選んで下さい。次に出力先を指定すると計算結果が出力されます。最後に期待値、残差を登録する

かどうかを選択します。

1 (4)【ローレンツ曲線】 I
ローレンツ曲線を表示し、ジニ係数を計算します。最初に横軸データを選択し、次に縦軸データ

を最大4つまで選択します。空間的な不均等度を測る場合、一般に横軸は面積を取ります。表示画 一

面で右クリックすると、 【設定画面にもどる 】か （画面コピー ］を選択します。

1 (5)【地域傾向面】 I
現在設定中のデータに関して、既定座標を XY座標として地域傾向面分析を行います。次数（最

大6次）を選択すると計算が行われ、設定タイトル＋「一TREND」十次数のタイトルで自動的に期待

値が登録されます。さらに決定係数、 F値などの統計値が表示され、残差を登録するかどうかを聞

いてくるので選択して下さい。なお、パラメータ推定は最小自乗法で行っています。
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既定座標を座標とし、現在設定中のデータで重み付け

した標準偏差楕円を作成します。統計量が表示されると

ともに、標準偏差楕円が追加図形として登録され、主題

図を表示する際に同時に表示されます。図4-15は標準
偏差楕円を使用した例で、重みとして 1と0を与えてい

ます。したがって、表示結果は 1の値を持つオブジェク

トについてのみの標準偏差楕円となっています。
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| （7) （空間解析）I 
空間的な計測、解析を行います。
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【特定座標と既定座標の間の距離測定】特定の座標を入

力し、その座標とオブジェクトの既定座標の間の距 図4-15 標準偏差楕円の表示例

離を測定します。距離はデータに追加されます。こ

の機能は、中心都市からの距離を測定する場合などに使われます。特定座標の値は、主題図を

表示した後に地図上を左クリックすることで得て下さい。

【シンポル位置と既定座標の距離測定】全オブジェクトに対してシンボル位置と既定座標の間の距

離を測定し、データに追加します。シンボル位置と既定座標が同一の場合はすべて 0になりま

す。これは、発着地の座標をそれぞれ既定座標とシンボル位置に代入しておき、移動距離を求
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める場合などに使用できます。

【特定座標・シンボル位箇．既定座標間の角度測定】 3つの座標で形成される三角形の内角の角度

を全オブジェクトに対して計測し、データに追加します。これは、 CBDと発着地の角度を測

定する場合などに便利です（図4-16)。

特定座標 (A)

(B)シンボル位置

(C)既定座標

図4-16 角度測定

【ボロノイ分割】既定座標をもとにボロノイ分割を行い 1

ます。この機能を行うと、表示方法で【ボロノイ図】と

【等値線）が使用できるようになります。ボロノイ図の

作図には時間がかかり、オブジェクト数の2乗に比例す

るため、オブジェクト数が多いときは数時間～ 2日ほど

かかる場合もあります（機種に依存する）。作成された

ボロノイ図は、 【その他）【データベース出力】 【ファ

イル】を行うことで保存され、また、 【ファイル】 【ボ

ロノイ図のテキ入卜地図ファイル化】を行うことで、テキスト地

図ファイルとして出力されます。そのファイルはII章の

マップエディターを使用して加工することができます。

図4-17は24のオブジェクトに対してボロノイ分割を行
い、ボロノイ図とDelaunay網を表示したものです。

| （8)【データ演算］ I 

図4-17
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ボロノイ分割の例

①【表計算】

データ項目に関して表計算的機能を行い、新たなデータを追加します。選択すると数式を入力す

る画面となるので数式を入力して下さい。計算はすべてのオブジェク トに対してなされ、データに

追加されます。計算後にタイトルと単位を入力します。数式の例を次に示します。

数式： ＠5/(@5+@6)*100 

5番目のデータ項目を、 5番目と 6番目のデータを足した値で割り 、100をかける。このように、
データ項目番号を指定する場合、番号の前に「＠」を付けなければなれません。付けない場合は数値

と見なされます。使用できる演算記号、関数を次に示します。

算術演算記号

＋ ：加算ー：減算

例） 5+3~3*2

関係演算記号

二つの数値を比較し、結果が正しければ 1、そうでなければ0を与える。
＝、＞、〉＝、く、<= 

例） （5>3)*10 

(5=3)*10 

統計関数

SUM() :（）内で指定した番号のデータの合計値を与える。

AVG() :（）内で指定した番号のデータの平均値を与える。

STD() :（）内で指定した番号のデータの標準偏差を与える。
VAR() :（）内で指定した番号のデータの分散を与える。

＾ ：指数演算
→結果： 59

＊ ：乗算 ／ ：除算

→結果： 10

→結果： 0 
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MAX() :（）内で指定した番号のデータの最大値を与える。

MIN() :（）内で指定した番号のデータの最小値を与える。

※（）内の指定方法は次の 2種類がある。

例 1) SUM(@2).. ・ ・ 2番目のデータ項目の縦方向の合計値を与える。

例 2) SUM(@1.@5)・.. ・1番目から 5番目までのデータの横方向の合計値を与える。

数値関数・
I NT () :（）内の数式を小数点を切り捨てた整数値を与える。

ABS() :（）内の数式の絶対値を与える。

SQR() :（）内の数式の平方根を与える。

LOG() :（）内の数式の自然対数を与える。

LOG10():（）内の数式の常用対数を与える。

EXP() :（）内の数式の指数関数の結果を与える。

RND() :（）内の数式で示される値Aについて、 0~ R < /}の範囲の一様乱数Rを与える。
COS() :（）内の数式のコサインを与える。単位は度で指定する。

SIN() :（）内の数式のサインを与える。単位は度で指定する。

TAN() :（）内の数式のタンジェントを与える。単位は度で指定する。

COSR():（）内の数式のコサインを与える。単位はラジアンで指定する。

SINR():（）内の数式のサインを与える。単位はラジアンで指定する。

TANR():（）内の数式のタンジェントを与える。単位はラジアンで指定する。

CINT() :（）内の数式の小数点以下を四捨五入した値を与える。

SGN() : (）内の数式が正ならば 1、負ならばー 1、0ならば 0を与える。

②【データの標準化】

指定したデータ項目を平均 0、分散 1に標準化します。データ指定後に標準化後のデータを、

【現データに上書き】するか、 【最後に追加】するかを選択します。タイ トルは旧タイトル＋「ST

D」が与えられ、単位は省略されます。

③【データの削除】

指定したデータ項目を削除します。

| （9)【属性データ統計値の表示］ I 
現在設定中のデータに関して、最大値、最小値、平均値、合計値、標準偏差、分散、尖度、歪度

の統計値を表示します。

4.レイヤ操作

属性データベース中に「LAYER」を複数作成した場合に、レイヤに関する各種操作を行います。

| （1) ［表示レイヤの変更】 I
設定するレイヤを変更ます。ここを選択すると、現在のレイヤの状態を保持し、選択したレイヤ

を設定対象として呼び出します。

| （2)【レイヤ間の重ね合わせ表示】 I
複数のレイヤを重ねて表示します。重ねる

レイヤについては、ここを実行する前にそれ

に— C1 +0 、Iヽ
重ね合わせるレイヤを選択して下さい 決定

転―夕 弼懸 可巴竺史竺わせ順）

ロ ペイント 2:-

ぞれのレイヤで表示方法の設定を行う必要が 国記口釦ヱ町匠弓直瓦回立四配貶四国乞由碑

あります。選択すると図4-18のようなウイ 図4-18 重ね合わせレイヤの選択
ンドウが出るので、重ねたあわせる順（表示順）にレイヤを左クリックで選択します。通常は、面

データを下にし、点デ＿夕を上にして重ね合わせます。間違えた場合は右クリックして下さい。最
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後に選んだレイヤが取り消しされます。何も選択していない状態で右クリックするとウインドウは

閉じられます。

選んだ後 【決定】をクリックすると、画面上に設定した順序で主題図が表示されます。凡例は 1

箇所に表示されるため、見にくくなっていまが、プリンタにはきれいに出ます。ここで右クリック

すると、 【設定画面に戻る 】 【プリンタ出力】の選択メニューが出るので、よければプリンタに出

力して下さい。

1 (3) ［レイヤ間空間解析］

複数のレイヤ間のデータを取得、変換しま

す。

①【地域内に含まれる地点・地域データの取

得】

決定

地．号数データ数 対象レイヤ
ね 6 1:K皿

9 0 3 2: 

ここでは、現在の表示レイヤに包含される 国記回釦直釦茫万直即叩謬国即貶四国印四漉

レイヤに関して属性データを検索し、現在の

表示レイヤにその情報をデータ項目として与

えます。選択すると図 4-19のようなウイン

図4-19 検索対象の選択

ドウが出るので、検索対象とするレイヤを選びます（複数可）。選択方法は(2)と同様です。 【決定）

を選ぶと、 【カウントのみ】 【データ数値を加算】のメニューが出ます。

【カウントのみ】表示レイヤの地域内に含まれる、検索対象レイヤの地点または地域（この場合

既定座標の位置）の数をカウントし、表示レイヤのデータ項目に「CONSIST＋検索対象レイヤ名」

のタイトルで登録します。

【データ数値を加算）表示レイヤの地域内に含まれる、検索対象レイヤの地点または地域（この

場合既定座標の位置）の、選択したデータ項目の数値を加算し、 その値を表示レイヤのデータ

項目に「レイヤ名＋データ項目名」で登録します。

②【地点・地域が含まれる地域データの取得】

ここでは、現在の表示レイヤを包含するレイヤの情報を検索し、現在のレイヤのデータ項目とし

て与えます。選択すると図 4-19のようなウインドウが出るので、検索対象とするレイヤを選びま
す（複数可）。選択方法は(2)と同様です。 （決定）を選ぶと、 【地域番号の取得】 【地域属性値の

取得】のメニューが出ます。

【地域番号の取得）表示レイヤの地点または地域（この場合既定座標の位置）が所属する検索レ

イヤ内の地域（オブジェクト）の番号を、データ項目に「AreaNo.＋検索レイヤ名」のタイトル

で登録します。単位は「CAT」で、名義尺度データとなります。

（地域属性値の取得）表示レイヤの地点または地域（この場合既定座標の位置）が含まれる検索

レイヤ内の地域のデータ項目の値を取得します。取得した値は表示レイヤのデータ項目に「検

索レイヤ名＋データ項目名 」で登録されます。

5.主題図表示モート*で(f)操作

設定画面で 【表示】 （画面】を選択し、設定値に問題がなければ主題図が画面に表示されます。

右クリック→（1)、または左クリック→(2)するとメニューが表示されます。

1 (1)右クリックの場合 I

① 【設定画面に戻る】

設定画面に戻ります。

-32 -



②【画面コピー 】

画面コピーを行います。精度は【表示】 【プリンタ】による出力よりも劣ります。

③【描き直し】

地図を描き直します。スケールや文字を移動した場合に地図が乱れることがありますが、その時

はこ こで再描画させて下さい。

④［文字入力】

文字を入力して画面上に表示させます。画面下端で入力後、リターンを押すと画面右上に「位置

指定」と表示されるので、マウスで表示させたい位置を指定して下さい。表示させた文字は同ーレ

イヤ内のみで有効です。

⑤【全文字消去】

画面上の全ての文字を消去します。

⑥ ［シンボル位置を既定座標に】

(2)③などで移動したシンボル位置を既定座標に戻します。この操作は 2節(5)②【既定座標をシ

ンボル位置にコピー】と同じです。

⑦（表示位置移動】

表示位置、領域サイズを変更します。画面右上に設定画面と同様なウインドウが出るので、領域

サイズ、表示位置を設定後【表示】をクリックしてください。操作は 2節(1)⑥を参照して下さい。

右クリックで戻ります。

⑧【方位関係操作】

―方位に関して 【方位（非）表示】 【方位位置移動］を行います。 【方位 （非）表示】で方位は消

去、または表示されます。 【方位位置移動】で方位の位置を指定します。 ＇ 

⑨【地図の回転】

地図を回転させ、鳥諏図風の地図にします。詳細は(3)を参照して下さい。

⑩【スケール位置移動】

スケールの位置を変更します。新しい位置を選んで下さい。なお、移動後にスケールの後が空臼

になって地図が欠けることがあります。この場合は③ （描き直し】を行って下さい。

⑪【スケール（非）表示］

スケールを表示、または非表示にします。

⑫【追加図形消去】

選択した追加図形消去します。追加図形は 3節(6)の標準偏差楕円や、(2)で説明する （線引き】、

【半径内読み取り】で作成します。追加図形は 1レイヤごとに作られ、別のレイヤでは表示されま

せん。

1 (2)左クリックの場合 I

①【地域（点）名表示】【地域（点）数値表示】【地（点）域名十数値表示】

これらは、クリックした位置がある領域内、または地点近くであった場合に現れ、そのオブジェ

クトについての地域（点）名または数値、地域（点）名十数値のいずれかを画面上に表示するもの

です。これらを選択すると、画面右上に「位置指定」と表示されるので、表示する位置をクリック

して下さい。ここで表示された文字は、データ項目を変更しても表示されますが、異なるレイヤで

は表示されません。

②【文字移動】 【文字消去】

これは文字の上をクリックした場合に出るメニューで、その文字について位置を移軌、または消

去します。移動する場合は新しい位置をクリックして下さい。場合によっては画面が乱れるので、
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(1)③ （描き直し】を行って下さい。全ての文字を消去する場合は、 (1)⑤ （全文字消去】を行って

下さい。

③【シンボル位置移動】

表示方法が円•四角、記号、円グラフ、棒の時はこの
メニューが出ます。これは、画面上の円や記号といった

シンボルの位置を移動させるために使います。位置指定

後に 【描き直し ）を行って下さい。既定座標は変更され

ないため、既定座標と移動したシンボル位置は直線で結

ばれます。ここで変更したシンボル位置をもとに戻すに

は、 (1)⑥ 【シンボル位置を既定座標に 】を実行するか、

設定画面で（その他】 【シンボル位置操作】 （既定座標

をシンボル位置にコピー】を実行します。関東地方のシ — 

ンボル位置を移動した例を図4-20に示します。

t I,□r,/ 
ヽ

• O‘ 

。ヽ

④【円グラフデータ表示】 図4-20 シンボル位置移動

表示方法が円グラフの場合に出てきます。ここを選

択すると、検索オブジェクトの円グラフについて詳細を見ることができます。

⑤【半径内読み取り】

この選択肢は、画面上のどこをクリックしても現れ、クリックした位置を中心とする同心円を描

き、その円内に含まれるシンボル位置を検索し 、そのオブジェクトのデータ項目数値を加算して表

示します。同心円は追加図形として登録されます。選択するとクリックした座標が表示されるので、

半径と同心円の間隔を入力して下さい。なお、座標も変更することができます。リターンを押すと

検索され、距離帯ごとにデータの合計、オブジェクト数、合計をオブジェクト数で除した平均値が

表示されます。距離帯別の人口などを集計する時に使用します。

⑥【距離測定】

この選択肢は、画面上のどこをクリックしても現れます。選択するとクリックした位置に点が表

示され、右上に「位置指定」と表示されます。ここで任意の位置でクリックすると直線で結ばれ、

地点間の距離が表示されます。右クリックで元に戻ります。

⑦ 【線引き】

この選択肢は、画面上のどこをクリックしても現れます。選択するとクリックした位置に点が表

示され、右上に「位置指定」と表示されるので、画面上を左クリックしていくと線で結ばれていき

ます。右クリックするとメニューが表れ、 【一つ前の点に戻る】を選ぶと一つ戻り 、 【線として追

加図形に登録】を選ぶと追加図形に登録されます。 【登録しない】を選ぶと登録されずに元に戻り

ます。メニュ一時に右クリックすると「位置指定」に戻ります。

一度左クリックしただけでメニューを出した場合は、前記のメニューに加えて 【ボックスで登録】

【ボックスペイント ］で登録、のメニューが加えられ、指定した線分を対角線とする四角形を描き、

追加図形として登録することができます。

上記の線や四角形を描く際のラインパターンは、設定画面中の 【線種】で設定されたものが使わ

れ、ボックスペイントの際のパターンは、設定画面中の画面左に赤枠で囲まれたものが選ばれます。
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「⑦T弛図の回転】 I I 
【地図の回転】では、地図を 3次元空間内の高さ 0の物体と考えて、指定した角度で回転させ、

鳥職図風の地図を描きます。選択すると【回転角度の設定】 【回転中心座標の設定）のメニューが

でます。

【回転中心座標の設定】は、回転座標軸の原点を設定するもので、初期値は地図の中心の座標と

なっています。ここを選択すると右上に「位置指定」と出るので、地図上で回転中心とする場所を

クリックして下さい。

【回転角度の設定）を選ぶと、図4-21のような画面となります。ここで、右上の青字の上をク
リックして回転角度を決めていきます。 【回転角度】 、 【拡大率】は左クリックで＋、右クリック

で一になります。 【座標初期化】は、角度をすべて 0にし、拡大率を100％に戻すものです。設定が

終わったら 【表示】をクリックして下さい。設定したように地図が表示されます。

地図を回転させると、スケールは表示されなくなり 、表示後には(1)(2)のメニューのほとんどは

使えなくなります。使用できるのは 【設定画面に戻る 】、 【画面コピー】、 【描き直し 】、 （地図

の回転】の 4つのみになります。 【地図の回転】で【座標初期化】 して表示させれば元の状態に戻

ります。回転角度はレイヤを変更しても変化しません。 牛 ．．応辺・r

冒〗示鵬
I/ ~ 表示

II 

90/ 
図4-21 回転角度の設定と主題図の表示
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5章 テキス ト地図ファイルの活用

1.テキスト應薗ファイ）レ

MANDARAでは地図入力機器としてイメージスキャナを使用しており 、2章ではスキャナを

用いた地図データベース作成の方法を解説しました。その中でテキスト地図ファイルはスキャナか

らマップエディターヘの橋渡しとして機能するのみで、地図ファイル作成後は削除してもよいと述

べました。しかし、テキスト地図ファイルは次のような場合にたいへん有効になります。

①方眼紙読み取 りによ る地図データベース作成

イメージスキャナを所有していない人でも、方眼紙からの入力という方法を取れば、時間はかか

りますが地図データベースを作成することができます。その際に座標等のデータを方眼紙から読み

取ってテキスト地図ファイルとして作成し、マップエディターで加工して地図ファイルにすること

ができます。

②既存の地図データベースからのデータ流用

既存のGISや国土数値情報の座標データを、ユーザー自身が変換プログラムを作成するなどし
てテキスト地図ファイルとし 、マップエディターで加工して地図ファイルにすることができます。

この章では、①の方眼紙からの座標読み取りによるテキスト地図ファイルの作成方法を説明して

いきます。②のような操作が可能なユーザーは、この説明を読めば変換プログラムを自身で作るこ

とができると思います。

2.テキスト地図ファイ）レ(f){乍咸

| （1)地図データベースの構造 I
MANDARAの地図データの形式はいわゆるベクター型とよばれる、線で記憶するものです。

その線を組み合わせて、オブジェクトを作っていくことになります。地図データの大まかな構造（ま、

複数のポイントを持つラインと、オブジェクトの中心となるシンボル位置からなっており、ライン

には一本ずつ番号とその海岸線、都道府県界といった線種属性が記憶されます。オブジェクトは、

シンボル位置と、そのオブジェクトの外形となるラインの番号を情報として持ちます。ただし、点

データのオブジェクトは、シンボル位置のみでライン番号は持っていません。そして、ここで指定

されたオブジェクト名が属性データファイル作成時に使用されます。ラインとオブジェクトの関係

を図 5-1に示します。多くのGISでは点データと面データは別のレイヤとして管理しますが、

MANDARAではレイヤ管理を属性データベースで行うため、地図データベースは全ての要素が

混在しています。

座標系はXは右方向が＋、 Yは下方向が＋の直交座標となっています（図 5-2)。

①―⑥ ...• ライン番号

....ライン座標ポイント

A-0--・・オブジェクト

＊ ・・・・シンボル位置

オブジェク トの使用するラ イン

オブジェクト A ...•①③④

オブジェクト B... • ②③⑤

オブジェクト C.．・• ④⑤⑥ 
オブジェクト D....なし（点データ）

図5- 1 ラインとオプジェクト
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↓’ 

t
 

図5-2 座標系

| （2)テキス ト地図ファ イルの作成 1
これからテキスト地図ファイル作成まで順番に説明して行きます。作成の要領は属性データベー

スと同様であり 、必要なコマンドをテキストファイルに書いていきます。文字の区切りは半角のス

ペースで行ってください。下準備として、もとにする地図対し図5-1のように境界線をラインに

分割し、 1本ずつ通し番号を付けていって下さい。テキスト地図データを作成する際には、表計算、

ワープロ、エディタなどのソフトを使用して下さい。入力する際、文字列右端にスペースを入れな

いで下さい（例えば’'SCALE40 km”のようの右端のスペース）。

①スケールの設定

地図にはスケールが必要です。その設定をまず行ってください。

【書式】 SCALE [ 1単位距離あたりの長さ］ ［ 1単位距離の単位］

【伊l1】 SCALE0.6666666 km 
【伊J2) SCALE 40 km 

例えば、 1:1,500,000の地図を 1mmの方眼紙で読み取ったとします。実際に表示した時にはkm単位

でスケールが表示されるとよいので、 1単位距離は 1kmになります。 1:1,500,000の地図上で 1kmの
長さは、 J-;-1.5=0.6666・・mmとなるので、 1単位距離に必要な長さは0.6666・・ ・mmとなります。
また、 1:25,000の地形図を 1mmの方眼紙で読んだ場合は、 1単位距離は 1kmであり、それに必要

な地形図上の長さは、 1 -;-0. 25=40mmということになります。

なお、この設定は3章 2節(3)のスケールの設定と同じものです。

②万位の指定

スケールの次には地図の方位を指定します。

【書式） COMPASS ［角度］ ［表示位置X座標］ ［表示位置Y座標］

【例l】 COMPASS90 100 50 

角度は真上を 0度とし、左回りです。 【例】では左が北になります。座標は省略できます。この

設定は3章 2節(3)の方位の設定と同じものです。

③認種の設定

フインの種類の設定をします。

【書式】 【例 ）

PATTERN PATTERN 

［線種記号 1J ［線種名 1J A 海岸線

I B 都道府県境

［線種記号nJ ［線種名n] C 湖岸線

END END 

線種記号は大文字アルファベットでなければなりません。
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④ラインの座標設定

ライン番号、線種、座標を入力していきます。

【書式】

LINE 【例】

D ［ライン番号］ ［線種記号］ LINE 

[ X座標］ ［Y座標］ D1A 

I 97 48 

D ［ライン番号］ ［線種記号］ 98 43 
I 1 oo 60 

D [ライン番号］ ［線種記号］ D2A 

I 1 oo 60 
END 120 65 

135 70 
152 72 

END 

「D」とライン番号、線種記号の間に空白を空けることはできません。また、必ずしもライン番

号を小さい順番に並べる必要はありません

⑤オブジェク トのシンボル位置の設定

シンボル位置にそれほどこだわらない場合は、上記①～④までの作業を行った時点でテキスト地

図ファイルとして機能します。⑥テキス ト地図ファイ ル保存に進んで下さい。

シンボル位置を役場の位置にしたい場合はシンボル位置を地図上から読む必要があります。また、

オブジェクトが学校の位置といった点データの場合はさらにシンボル位置が重要です。それらの場

合にオブジェクト名の指定とシンボル位置の設定を行います。

【書式】

REGION 

［オブジェクト名 1] -1 [シンボル位置XJ ［シンボル位置y]

［オブジェクト名 nJ -1 [シンボル位置X] ［シンボル位置yJ 
END 

【例】

REGION 

北海道ー1649 -566 

沖縄県 ー134 -120 

END 

オブジェクト名とシンボル位置の座標の間には必ず「 ー1」を挟んで下さい。

ここで設定されたオブジェクトは、マップエディター読み込み時には点データとして登録されてい

ます。したがって、境界線を確定する場合は【・オフ‘‘ヅ1外操作】 【点データに対する境界線自動設定】

を実行して下さい。

⑥テキスト地図ファイルの保存

最後に以上の作業を経て作成したテキスト地図ファイルを保存して下さい。保存方法は使用する

ソフトによって異なりますが、拡張子を「 ．TXT」にして保存して下さい。保存後にMANDARA

のマップエディターを起動し、 【テキスト地図ファイル読み込み】を選択し、ドライブ等を設定し

て作成したフ ァイ ルを読み込んで下さい。以後の操作は 2章を参照して下さい。なお、上記①～⑤

はファイル中にどの様な順序で並んでいても構いません。サンプルを表5-1に示します。
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表5-1 テキス ト地図ファ イルの作成例

RI;GIOX 

IIIGASI -1 282 191 

:--AK.~ -1 234 241 
CII［即SA -1 348 219 

KrTA -1 254 134 

NISI -1 200 152 
I¥AK,¥l,[ffiA -1 151 229 

N.~K,\GAWA -1 146 307 
MINATO -1 152 383 

Alゞl「「A -1 227 326 
MlZlnlO -1 294 328 
MINAMI -1 273 405 

TEWA.h'U -1 380 333 

MIOORI -1 331 455 
MEITO -1 426 214 
MORIYAl,l~ -1 368 138 
SHOWA -1 296 275 
EM) 

SCALE 21. 24 km 

COMPASS O 68. 6729 98. 1064 
PATIERヽ・
A BOlE¥llARY 

B SITETSl' 

C JR 

E¥T) 

LINE 

DOA 
26 339 

23 341 
20 341 

I 
130 527 

131 526 

OlA 

26 339 
25 337 

23 332 

I 
90 252 

95 251 

96 251 

n2A 

I 
D608 

139. 031 150. 501 

149. 51 153. 495 

155. 498 154. 992 
161.486 153.495 

E~1l 
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6章既成地図データベース

1.既成地図データペースの使い方

2章において地図データベースの作り方を説明しました。そうして作成した地図データベ＿スは

誰にでも使用することができます。そこで、本章では既成の地図デ＿タベースの使用方法について

説明します。

既成の地図データベースを使用する場合の属性データベースの書式は、 3章で説明したものと同

様で、最初に使用する地図ファイルを指定し、ついでオブジェクト名と属性データを並べていくも

のです。ただし、オブジェクト名は既成のものを使う必要があるので、どのようなオブジュマト名

が利用できるのかを知っておく必要があります。東京圏の地図データベース「TOKYO」には、 「東村」

という村が二つの県に存在しています。オブジェクト名を属性データベースで指定する際に「東村」

としただけでは、どこの東村か分かりません。そこで、二つの東村は、それぞれ県名を関して「群

馬県東村「茨城県東村」というオブジェクト名で登録されています。このように地図データベース

ごとに特殊なケースがあるので、既成地図データベースを利用する場合は、次の既成データベース

ごとの説明を参照してからにして下さい。

既成の地図データベースも、マップエディターを使用することでユーザー自身で変更することが

できます。鉄道や高速道路の追加、オブジェクト名の変更、市町村の合併などの操作をしたいよう

な場合は2章2節を参照し、 【ライン追加】や【オブジェクトの修正】 【オブジェク トの結合】な

どを行って下さい。

オブジェクト名は、地図ファイル名＋ ．MAPのファイル中に入っており、市販エディタでファイル

中のオブジェクト名を変更することもできます。その場合、順番を入れ換えたり、削除、または追

加などをすることはできません。あくまで変更のみです。

2.賊蒻データベース

| （1)日本 I
①地図ファイル名 JAPAN 

②総オブジェク ト数 57 

③概要

日本全体の都道府県境を最小単位とした地図

データベースで、南西諸島の位置はオブジェク

ト名の指定で変えることができます。

④オブジェクト

・オブジェクト名は都道府県名を漢字で指定し、

～県、～府などをつける必要があります。

・「沖縄県」「鹿児島県」と指定した場合、図

のように左上に表示されます。実際の位置に表

示させたい場合は、オブジェクト名を「沖縄県
oi 

2」 「鹿児島県 2」と指定して下さい。また、 図6-1 日本「JAPAN」

「鹿児島県3」と指定した場合は、奄美諸島が表示されません。

“ 

• 都道府県以外に、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州、の地方名のオブジェクトが利用
できます。
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| （2)東京大都市圏 l
①地図ファイル名 TOKYO 

②総オブジェクト数 438

③概要

東京23区を中心とした東京大都市圏の、市区

町村を最小単位とした地図データベースで、東

京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の全市区町村

と、静岡県東部、山梨県東部、群馬県南部、栃

木県南部、茨城県南部の市町村が含まれていま

す。

④オブジェクト

・オブジェクト名は市区町村名を漢字で指定し、

～市、～町、～村、～区などをつける必要があ

ります。

・区名を指定する場合は「東京都」「横浜市」

す。

・東京23区を一つにしたものは「東京23区」のオブジェクト名になっています。

・つくば市の合併前の、桜村、谷田部町、豊里町、大穂町、筑波町の 5町村も利用できます。

・市区町村のほか、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の 4都県も利用できます。

・同名の市町村は、次のように県名を冠したオブジェクト名となっています。

神奈川県二宮町栃木県二宮町

神奈川県大井町埼玉県大井町

埼玉県小川町 茨城県小川町

埼玉県伊奈町 茨城県伊奈町

群馬県境町 茨城県境町

群馬県東村 茨城県東村

図6-2 

.... 
東京大都市圏「TOKYO」

「川崎市」をそれぞれの区名に冠する必要がありま

| （3)京阪神大都市圏 I
①地図ファイル名 OSAKA 

②総オブジェクト数 269

③概要

大阪市を中心とした京阪神大都市圏の、市区

町村を最小単位とした地図データベースで、大

阪府全市区町村、兵庫県東南部、京都府南部、

滋賀県南西部、奈良県北部、和歌山県北部、三

重県伊賀地方の市区町村が含まれています。

④オブジェクト

・オブジェクト名は市区町村名を漢字で指定し、

～市、～町、～村、～区などをつける必要があ

ります。

・区名を指定する場合は「大阪市」「京都市」

「神戸市」をそれぞれの区名に冠する必要があります。

・大阪府と兵庫県に太子町があるため、それぞれを「大阪府太子町」

名を冠したオブジェクト名で指定して下さい。

4
上
ー
＇

0... 

図6-3 京阪神大都市圏 「OSAKA」

「兵庫県太子町」という府県
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| （4)名古屋大都市圏 I
①地図ファイル名 CHUKYO 

②総オブジェクト数 192 

言屋市を中心とした名古屋大都市圏の、市 I 〗旦｀；：［：〖〗〗／ t 
区町村を最小単位とした地図データベースで、

愛知県全市区町村、岐阜県南部、三重県北部、

静岡県西部の市町村が含まれています。

④オブジェクト

・オブジェクト名は市区町村名を漢字で指定し、

～市、～町、～村、～区などをつける必要があ

ります。
と 匹

・ TOKYO、OSAKAの地図デ＿タベースとは異なり、

区名に「名古屋市」をつける必要はありません。 図6-4 名古屋大都市圏「CHUKYO」

・市区町村以外に愛知県、岐阜県、三重県のオブジェクトがあります。なお、岐阜県、三重県は県

の一部しか表示されません。

| （5)埼玉県 I
①地図ファイル名 SA IT AMA 

②総オブジェクト数 92 

③概要

埼玉県全市町村を登録した地図データベース

です。

④オブジェクト

・オブジェクト名は市町村名を漢字で指定し、

～市、～町、～村などをつける必要があります。

□豆名古屋堕］
①地図ファイル名 NAGOYA 

②総オブジェクト数 18

③概要

名古屋市の区を単位とした地図データベースで

す。

④オブジェクト

・区名は漢字で指定し、～区をつける必要ががあ

のます。

・区以外に、 「地下鉄」「鉄道」のオブジェクト

があります。 「鉄道」にはJR、名鉄、近鉄線が

含まれています。

o x 

図6-5 埼玉県 「SAIT AMA」

゜
U• 

図6-6 名古屋市「NAGOYA」

↑
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1 (7)神戸市 l
①地図フ ァイル名 KOUBE 

②総オブジェクト数 11 

③概要

神戸市の区を単位とした地図データベ＿スです。

④オブジェクト

・区名は漢字で指定し、～区をつける必要ががあ

のます。

・区以外に、 「神戸市」「芦屋市」のオブジェク

トが含まれています。

i
 

0 .. 

図6-7 神戸市「KOUBE」
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APPENDIX 

1. MANDARA(J)ファイ）レ

MANDARAを実行するには以下のファイルが必要です。

①起動 ・コ ンパイラ

AUTOEXEC.BAT:起動用バッチファイル

N88BASIC.LIB: BASICコンパイラ

②プログラムファイル

MAN DARA. EXE:ネJJ其月メニュー
GIS . EXE : MAN DAR A初期設定

GISO . EXE : MAN DAR A設定モード

GISP . EXE : MAN DAR A主題図表示モード

GISQ . EXE :ボロノイ分割、表計算

GISFCONV. EXE:マップエディター

GI SVEC . EXE :スキャナ読み取り

③機械語サプルーチンファイル

WORD_S . MAC :文字列検索

COし ．MAC:文字色設定
DIR .MAC:ディレクトリ情報取得

COP . MAC :画面ハードコピー
GP . MAC :ウインドウ処理

POL .MAC:ポリゴンペイント

KANJI .MAC:漢字表示

SPREAD .MAC:文字列分割

TENSO .MAC:メモリ転送

SE . MAC :地点検索

SCAN . MAC :スキャンニング

SAI SEN . MAC :細線化、縮退

CHA RAC . MAC :ベクトル化

GRAPH . MAC :イメージデータ編集

SORT . MAC :ソート

④データファイル

GISP .DAT: MAN DARA設定値（テキスト形式）

GISFCONV.DAT:マップエディター設定値（テキスト形式）

TITLE .DAT: MAN DARAタイトル（バイナリ形式）

MOJ I . DAT :文字列ファイル（テキスト形式）

⑤地図ファイル

~.MAP:地図データベースサイズ等、オブジェクト名、線種名（テキスト形式）

~.DA1:オブジェクトポインター（バイナリ形式）

~. DA2:ラインポインター、線種（バイナリ形式）
~. DA3:ポイント X座標（バイナリ形式）
~.DA4:ポイント Y座標（バイナリ形式）

~.DAS:オブジェクト（バイナリ形式）

~. TXT:テキスト地図ファイル（テキスト形式）
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⑥地図ファ イルの削除

地図ファイルを削除したい場合、 MS-DOSのコマンドラインから、 「DEL」＋地図ファイル名

＋「 ．＊」と入力して下さい。日本地図の場合は「DELJAPAN.*」とします。

2. MANDARAメモリマップ

COOOOH 

ABOOOH 

A2000H 

A1000H 

AOOOOH 

9EOOOH 

OOOOOH 

グラフィック VRAM・画面退避（裏バンク）

画面退避

テキスト VRAM

機械語領域

配列領域

文字列領域

プログラム

コンパイラ

MS-DOS 
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l索引 I 

【あ行】 三5又几疋r←, 24 

イメージスキャナ 4 設定画面 22 

エラー 6、21 線種 24、37

円•四角 25 線種操作 11 

円グラフ 25 線種の変更 11 

オーバーレイ 12 線種名変更・追加 11 

オブジェクト 4、38 線データ 4 

オブジェクト結合 11 線引き 34 

オブジェクト削除 11 線モード 6 

オブジェクト操作 10 相関図 28 

オブジェクト名 10、13 相関分析 29 

OBJECT 14 属性データベース 2、14、20

属性データベースの読み込み 21 

【か行】 その他 24 

CAT 15、32

回帰分析 28 【た行】

階級区分方法 23 タイトル 1 5 

角度測定 30 TITLE 15 

重ねる 24、26、31 多角形ペイント 10、24

機器構成 1 ダミ ー指定 16 

記号 25 DUMMY 17 

記号パターン 23、24、26 単位 15 

既定最大値 8 地図上のスケール長 5 

既定座標 27 地図の回転 13、33、35

キーボードからの入力 3 地図データベース 2、4、36、40

距離測定 29、34 地図ファイル 8、13、44

距離単位 5 地図ファイルの保存 11 

空間解析 29、32 地図ファイルの削除 45 

結節点を共有しないラインの検索 12 地図ファイル情報 8 

境界自動設定 10、11 地図ファイルの結合 8 

境界ペイント 9、24 地点定義 17 

強制修正モード 7 地点のみ 18 

区分数 23 地理行列 14 

区分値の変更 23 追加図形 33、29

継続指定 19 DEFINITION 17 

CONTINUE 19 テキスト地図ファイル 8、36

COMPASS 18、37 データ 23 

データ演算 30 

【さ行】 データ項目 22 

三次元データ 29 データテーブル出力 27 

重回帰分析 29 データの削除 31 

主題図表示モード 32 データベース構造 2 

新規作成 10 DELAYNAY網 26、30

シンボル位置 6、10、12、27、34、38 点データ 4、11、25

スケール 18、33、37 点モード 6 

SCALE 18、37 等値線 26 
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【は行】

白地図

PATTERN 

半径内読み取り

表計算

表示

表示位箇移動

表示方法

標準化

ファ イル

プリンタ

ペイント

ペイント座標

ペイント方法

ペイントパターン

編集対象線種

編集モード

ポイント移動

ポイント削除

ポイント挿入

棒

方位

ボロノイ図

【ま行】

5、26 マウス操作

37 MANDARAの終了

34 MAP 

30 マップエディター

24 名義尺度

10、23、33 メモリマップ

23 面積 ・周長

31 文字
11、24、44

1、13、24

25 UNIT 

10 読み取り開始

10、24 読み取り範囲

23、24、26 読み取りモード

11 

6 
g LINE ， ライン追加， ラインの使用回数
25 領域データ

9、13,18、33、37 レイヤ

24、26、30 LAYER 

Lotus123 
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MANDARA利用マニュアル

1994年 9月発行

名古屋大学文学部地理学教室

M1 谷謙二

｀ 

【や行】

【ら行】

3 

3、28

14 

8 

15、23、32

4 5 ̀ 

13 

33 

15 

5 

5 

5 

38 

12 

12 

4 

19、24、31

19 

14、16

29 


